
 
東
日
本
大
震
災 

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日 

 

こ
こ
で
は
、
２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、
日
記
で
書
き
綴
っ
て

き
た
こ
と
を
集
め
て
み
た
。
特
に
福
島
第
一
原
発
事
故
の
事
に
つ
い
て
、
多
く
の
問
題
を
感
じ
て
き
た
。 

２
０
１
４
年
６
月
３
日 

 

地
震
メ
モ 

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
１
４
時
４
６
分 

東
日
本
大
震
災
Ｍ
９.

０ 

１
１
日
●
１
４
時
４
６
分
地
震
発
生
大
き
な
揺
れ
が
４
分
程
●
宮
城
県
沖
Ｍ
８.

８
後
日
訂
正
９.

０
●
福

島
県
沖
Ｍ
７.

４
●
茨
城
県
沖
Ｍ
７.
２
●
宮
城
県
沖
Ｍ
７.

０
な
ど
相
次
い
で
発
生
、
各
地
で
５
メ
ー
ト
ル

以
上
の
津
波
●
２
２
時
０
０
分
死
者
行
方
不
明
１
０
０
０
名
以
上 

１
２
日
●
１
０
時
０
０
分
死
者
行
方
不
明
１
３
０
０
名
以
上
●
１
４
時
３
０
分
死
者
行
方
不
明
１
４
０
０

名
以
上
●
１
４
時
３
５
分
福
島
原
発
セ
シ
ウ
ム
漏
れ
検
出
炉
心
溶
融
と
な
る
●
１
５
時
０
０
分
死
者
行
方

不
明
１
６
０
０
名
以
上
●
１
６
時
０
０
分
死
者
１
０
０
０
名
以
上
●
１
６
時
３
０
分
津
波
高
い
所
で
１
０

メ
ー
ト
ル
以
上
最
大
２
０
メ
ー
ト
ル
？
●
１
５
時
３
６
分
第
一
原
発
１
号
機
爆
発
音
と
煙
●
１
６
時
３
０

分
１
号
機
屋
根
外
壁
無
く
な
り
、
屋
内
の
水
素
爆
発
で
原
子
炉
影
響
無
し
●
１
７
時
３
０
分
大
量
放
射
線

確
認
１
０
１
５μ

ｓ
●
１
９
時
０
９
分
避
難
指
示
範
囲
１
０
キ
ロ
か
ら
２
０
キ
ロ
へ
変
更
●
２
０
時
２
５

分
津
波
警
報
が
注
意
報
に
か
わ
る
●
２
０
時
４
０
分
菅
総
理
の
福
島
原
発
声
明(

予
想
を
越
え
る
地
震
の

た
め
に
緊
急
冷
却
装
置
が
働
か
な
か
っ
た)

 

１
３
日
○
０
６
時
０
０
分
１
号
機
海
水
で
冷
や
す
非
常
処
置
、
３
号
機
も
炉
心
溶
融
が
始
ま
る
●
０
７
時

０
０
分
第
２
原
発
で
も
制
御
不
能
と
な
る
●
０
８
時
０
０
分
関
東
の
鉄
道
ほ
ぼ
通
常
運
転
●
１
１
時
４
５

分
安
否
不
明
１
万
人
超
、
３
９
万
人
が
避
難
●
１
２
時
０
０
分
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９.

０
に
訂
正
、
死
者
１

６
０
０
人
以
上
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
、
東
日
本
大
震
災
、
東
日
本
巨
大
地
震
な
ど
の
名
前
が
上
が

る
●
１
４
時
３
０
分
福
島
原
発
か
ら
１
０
０
キ
ロ
離
れ
た
女
川
原
発
で
通
常
の
４
０
０
倍
の
放
射
能
を
検

出
、
女
川
原
発
か
ら
は
放
射
能
漏
れ
な
し
●
１
５
時
３
０
分
３
号
機
大
量
放
射
線
確
認
１
５
５
７.

５μ

ｓ
、

放
射
線
量
１
８
４μ

ｓ
へ
低
下
●
１
６
時
３
０
分
宮
城
県
で
は
死
者
万
単
位
と
推
定
●
１
８
時
１
０
分
３

号
機
も
爆
発
の
可
能
性
が
高
く
な
る
●
２
０
時
０
０
分
３
号
機
水
位
上
が
ら
ず
●
２
１
時
０
０
分
計
画
停

電
実
施
表
明
、 

①
０
６
：
２
０
～
１
０
：
０
０
、
１
６
：
５
０
～
２
０
：
３
０
、
②
０
９
：
２
０
～
１
３
：
０
０
、
１
８
：

２
０
～
２
２
：
０
０
、
③
１
２
：
２
０
～
１
６
：
０
０
、
④
１
３
：
５
０
～
１
７
：
３
０
、
⑤
１
５
：
２

０
～
１
９
：
０
０
の
５
分
割
交
代
実
施 

１
４
日
●
０
６
時
０
０
分
計
画
停
電
６
時
２
０
分
は
見
送
ら
れ
る
●
１
１
時
４
０
分
３
号
機
水
素
爆
発
●

１
６
時
０
０
分
２
号
機
も
水
素
爆
発
の
可
能
性
●
１
６
時
１
０
分
計
画
停
電
⑤
１
７
：
０
０
～
１
９
：
０

０
実
施
と
の
発
表
あ
り
●
２
０
時
３
０
分
１
５
日
の
計
画
停
電
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
毎
の
実
施
時
間
の
変

更
発
表 

１
５
日
●
０
６
時
２
０
分
計
画
停
電
実
施
時
間
に
な
っ
た
が
熊
谷
で
は
停
電
無
し
、
上
尾
、
桶
川
な
ど
実

施
ざ
れ
る
●
０
８
時
０
０
分
２
号
機
爆
発
●
６
：
０
０
頃
格
納
容
器
の
一
部
破
損
の
可
能
性
、
炉
心
水
位

低
下
燃
料
棒
露
出
（
８
２
１
７μ

ｓ
記
録
）
、
４
号
機
火
災
使
用
済
核
燃
料
の
建
屋
破
損
、
東
海
村
（
茨
城
）

で
も
放
射
線
確
認
●
１
０
時
０
０
分
計
画
停
電
実
施
③
１
３
：
０
０
ま
で
●
１
０
時
５
０
分
福
島
第
２
原

発
５
号
機
、
６
号
機
停
止
●
１
１
時
０
０
分
菅
総
理
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
枝
野
官
房
長
官
の
説
明
、
４
号
機



（
停
止
中
）
火
災
発
生
（
９
時
３
８
分
２
号
機
に
欠
損
）
炉
心
水
位
燃
料
棒
半
分
迄
回
復
、
大
量
の
放
射

線
漏
れ
最
大
４
０
０m

s

２
０
キ
ロ
～
３
０
キ
ロ
圏
屋
内
退
避
●
１
３
時
０
０
分
計
画
停
電
⑤
実
施
熊
谷
無

し ●
１
５
時
５
０
分
枝
野
官
房
長
官
の
説
明
（
４
号
機
火
災
１
１
時
沈
下
）
２
号
機
炉
心
水
位
減
少
傾
向
、

５
、
６
号
機
温
度
上
昇
、
海
水
冷
却
現
状
良
好
？
●
１
９
時
３
０
分
死
者
数
３
０
０
０
人
超
、
不
明
者
１

５
０
０
０
人
以
上 

１
６
日
●
０
５
時
５
４
分
４
号
機
炎
３
０
分
後
沈
下
●
０
８
時
０
０
分
死
者
３
５
７
０
人
、
不
明
７
５
８

２
名
●
１
０
時
０
０
分
計
画
停
電
実
施
、
停
電
と
と
も
に
消
防
の
出
動
●
１
１
時
１
８
分
枝
野
官
房
長
官

の
説
明
、
燃
料
関
係
の
供
給
は
被
災
地
優
先
、
８
時
３
０
分
に
３
号
機
か
ら
発
煙
、
１
０
０
０
、
８
０
０
、

６
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
量
、
１
０
時
５
４
分
下
が
り
始
め
て
い
る
、
格
納
容
器
の
一
部
破

損
に
よ
る
？
●
１
３
時
３
０
分
死
者
行
方
不
明
者
１
１
０
０
０
人
超 

●
１
６
時
０
０
分
死
者
行
方
不
明
者
１
１
６
０
０
人
超
、
３
号
機
使
用
済
放
射
線
棒
水
位
低
下
、
剥
き
出

非
常
事
態
の
可
能
性
、
自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ
る
水
投
下
検
討
、
福
島
原
発
正
門
付
近
で
断
続
的
に
１
０
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
前
後
検
出
、
２
０
キ
ロ
当
た
り
で0

.
2

～0
.
3
m
s

、
放
射
線
量
が
高
く
て
近
づ
け
な
い 

１
７
日
●
０
９
時
４
８
分
福
島
原
発
３
、
４
号
機
ヘ
リ
で
放
水
、
第
一
弾
４
回
放
水
、
放
水
前
と
後
と
の

放
射
線
量
差
な
し
●
１
０
時
２
５
分
死
者
４
３
７
７
人
●
１
１
時
４
５
分
死
者
５
１
９
８
人
●
１
４
時
４

０
分
計
画
停
電
各
地
で
実
施
●
１
６
時
０
５
分
死
者
５
３
２
１
人
●
１
７
時
４
０
分
自
宅
停
電
回
復
し
た

が
近
隣
で
停
電
●
共
同
ア
ン
テ
ナ
（
新
幹
線
電
波
障
害
）
停
止
と
な
り
テ
レ
ビ
利
用
で
き
ず
、
基
地
局
の

停
電
の
た
め
？
●
１
９
時
４
０
分
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ
電
波
復
旧
●
１
９
時
３
５
分
３
号
機
へ
の
放
水
、
機
動

隊
消
防
車
１
台
放
水
、
自
衛
隊
消
防
車
５
台
放
水
●
２
１
時
５
５
分
け
っ
こ
う
大
き
な
地
震
福
島
震
度
４
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド5

.
8
 

１
８
日
●
福
島
原
発
の
情
報
は
滞
り
、
一
進
一
退
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
在
留
す
る
外
国
人
に
対
し
各
国
は

８
０
キ
ロ
以
上
退
避
勧
告
、
国
に
よ
っ
て
は
国
外
退
去
、
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
、
避
難
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
無
用
、
厳
し
い
現
状
は
出
揃
っ
て
い
る
、
支
援
進
行
状
況
を
速
報
す
る
態
勢
、
避
難
地
へ
の
情
報
提

供
態
勢
●
１
０
時
３
５
分
死
者
５
６
９
３
不
明
人
９
５
２
２
人
、
死
者
不
明
１
５
０
０
０
人
以
上
●
１
４

時
２
５
分
死
者
不
明
１
６
０
０
０
人
以
上
●
１
６
時
１
５
分
死
者
６
５
３
９
人
阪
神
淡
路
大
震
災
を
越
え

て
戦
後
最
悪
●
２
０
時
０
０
分
死
者
６
９
１
８
人
、
死
者
不
明
１
７
０
０
０
人
以
上
、
放
射
線
事
故
レ
ベ

ル
５
へ
変
更 

１
９
日
●
０
７
時
２
０
分
死
者
６
９
１
１
人
、
死
者
不
明
１
７
０
０
０
人
超
、
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
自

治
体
●
１
０
時
０
７
分
９
日
目
に
気
仙
沼
で
１
人
救
出
●
１
３
時
０
０
分
原
発
５,

６
号
機
冷
却
機
能
回

復
●
１
４
時
１
０
分
３
号
機
連
続
海
水
放
射
●
１
５
時
０
０
分
死
者
７
１
９
７
人
、
死
者
不
明
１
８
０
０

０
人
超
●
１
６
時
１
０
分
牛
乳
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
放
射
線
量
既
定
値
を
越
え
る
（
食
品
衛
生
法
）
、
１
年
間

摂
取
人
体
に
影
響
な
い
●
１
８
時
０
０
分
連
続
海
水
放
射
順
調
、
外
部
電
力
取
り
込
み
設
備
２
号
機
対
応

配
電
設
備
完
了
●
２
０
時
３
０
分
死
者
７
３
８
４
人 

２
０
日
●
０
７
時
０
０
分
３
号
機
に
対
す
る
連
続
放
水
７
か
ら
１
３
時
間
に
変
更
、
放
射
間
も
な
く
放
射

線
量
激
減
、
４
号
機
放
水
準
備
始
ま
る
●
１
１
時
０
５
分
５
、
６
号
機
冷
却
確
認
●
１
９
時
０
０
分 

９

日
ぶ
り
に
祖
母
、
孫
救
出 

２
１
日
●
１
２
時
０
０
分
福
島
原
発
の
影
響
で
各
地
で
通
常
値
基
準
値
を
越
え
る
放
射
線
量
検
出
、
死
者

８
６
４
９
人
不
明
１
３
２
６
２
人
、
死
者
不
明
２
１
０
０
０
人
超
●
１
６
時
３
０
分
死
者
不
明
２
２
０
０

０
人
超 



２
２
日
●
１
３
時
２
０
分
死
者
９
０
７
９
人
、
死
者
不
明
２
２
０
０
０
人
超 

２
３
日
●
１
４
時
０
０
分
死
者
９
４
２
３
人
、
死
者
不
明
２
４
０
０
０
人
超
●
１
５
時
０
０
分
東
京
貯
水

池
で
放
射
線
基
準
値 

超
検
出
乳
児
摂
取
注
意
発
表
、
金
町
浄
水
場
幼
児
規
制
の
倍
以
上
●
１
６
時
０
０
分
福
島
原
発
３
号
機
黒

煙
、
前
日
も
煙
収
束
中
の
発
表
有
●
１
７
時
１
５
分
３
号
機
黒
煙
収
束
中
の
発
表
、
予
定
さ
れ
て
い
た
放

水
作
業
中
止 

２
４
日
●
１
３
時
１
０
分 

死
者
９
７
０
０
人
超
、
死
者
不
明
２
６
０
０
０
人
超 

２
５
日
●
１
０
時
０
０
分
死
者
９
８
１
１
人
、
死
者
不
明
２
７
０
０
０
人
超
●
１
１
時
４
０
分
死
者
１
０

０
３
５
人 

２
６
日
●
８
時
０
０
分
死
者
１
０
１
０
２
人
、
死
者
不
明
２
７
０
０
０
人
超
●
１
７
時
４
０
分
死
者
１
０

４
１
８
人
、
死
者
不
明
２
７
０
０
０
人
超 

２
７
日
●
１
０
時
０
０
分
死
者
１
０
６
３
３
人
、
死
者
不
明
２
７
０
０
０
人
超
●
１
７
時
３
０
分
死
者
１

０
６
６
８
人 

２
８
日
●
０
７
時
０
０
分
死
者
１
０
８
０
４
人
、
死
者
不
明
２
９
０
０
０
人
超 

２
９
日
●
０
７
時
０
０
分
死
者
１
１
０
０
４
人
、
死
者
不
明
２
９
０
０
０
人
超
●
１
２
時
２
０
分
死
者
１

１
０
６
３
人 

●
１
７
時
１
５
分
死
者
１
１
１
０
２
人 

３
０
日
●
０
７
時
０
０
分
死
者
１
１
１
６
８
人
、
死
者
不
明
２
９
０
０
０
人
超 

３
１
日
●
１
０
時
０
０
分
死
者
１
１
３
６
２
人
、
死
者
不
明
２
９
０
０
０
人
超
●
１
２
時
２
０
分
死
者
１

１
４
１
７
人 

４
月
２
日
東
日
本
大
震
災
と
正
式
決
定 

４
月
１
２
日
●
１
１
時
０
０
分
福
島
原
発
事
故
レ
ベ
ル
７
に
引
上
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
深
刻
な
事
故
と
な
っ
た 

 

震
災
時
の
日
記 

３
月
１
１
日
（
金
）
の
日
記
よ
り 

 

今
日
の
天
気
は
昨
日
の
天
気
を
な
ぞ
ら
え
る
様
で
、
午
前
中
は
良
く
晴
れ
て
い
た
が
、
午
後
に
な
る
と

雲
が
多
く
な
り
、
昨
日
と
少
し
違
う
の
は
雨
が
降
っ
て
き
そ
う
な
空
模
様
だ
っ
た
。
午
後
の
雲
の
流
れ
は
、

何
と
な
く
嫌
な
感
じ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
大
き
な
揺
れ
が
あ
っ
て
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
ほ

ど
、
長
々
と
続
い
た
。
今
ま
で
に
も
大
地
震
を
経
験
し
て
い
る
が
、
大
き
な
揺
れ
は
１
０
秒
か
ら
２
０
秒

で
、
１
分
を
越
え
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
過
去
に
な
い
大
地
震
と
直
感
し
、
未
曾
有
の
大
被
害

が
出
る
と
予
想
し
た
。
こ
の
１
週
間
に
何
度
か
宮
城
沖
の
地
震
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
の
で
、
東
北
方
面

で
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
た
。 

 

１
４
時
４
６
分
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
名
付
け
ら
れ
た
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．
８
の
、

日
本
史
上
最
大
の
地
震
と
な
っ
た
。
東
北
か
ら
関
東
の
太
平
洋
沿
岸
で
は
５
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
大
津
波

が
押
し
寄
せ
、
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
宮
城
沖
の
地
震
に
続
き
、
福
島
沖
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
４
、

茨
城
沖
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
２
、
宮
城
沖
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
０
と
、
３
０
分
間
に
Ｍ
７
以
上

の
大
き
な
地
震
が
立
て
続
け
に
起
こ
っ
た
。
余
震
も
強
弱
を
織
り
交
ぜ
て
い
つ
ま
で
も
続
き
、
北
海
道
か

ら
関
東
ま
で
被
害
が
広
が
っ
た
。
関
東
で
は
全
て
の
鉄
道
が
運
転
を
見
合
わ
せ
、
帰
宅
の
出
来
な
い
人
で

街
は
溢
れ
た
。
大
き
な
揺
れ
に
よ
る
東
北
内
陸
部
の
被
害
の
情
報
は
流
れ
て
き
た
が
、
津
波
に
よ
る
被
害

者
が
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
、
今
日
の
時
点
で
は
全
く
把
握
で
き
て
い
な
い
。
世
界
で
も
最
大
の
被
害
と
な
る



可
能
性
も
あ
る
。
揺
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
様
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
脳
裏
で
展
開
さ
れ
、
大
津
波
に
対
す
る

避
難
は
進
ま
な
い
と
想
像
さ
れ
、
太
平
洋
沿
岸
で
何
十
万
も
の
被
害
者
が
で
る
と
予
想
し
た
。
こ
の
地
震

で
、
日
本
の
経
済
は
麻
痺
し
、
食
料
危
機
が
起
こ
り
、
枯
渇
し
た
財
政
に
あ
っ
て
金
で
解
決
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
災
害
の
復
興
は
日
本
再
生
と
一
体
と
し
て
、
金
を
動
か
す
の
で
は
な
く
、
人
を
動
か
し
、

地
産
地
消
の
、
地
域
主
体
の
国
家
に
塗
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

３
月
１
２
日
（
土
）
の
日
記
よ
り 

 

昨
日
の
地
震
が
嘘
の
よ
う
に
朝
か
ら
よ
く
晴
れ
、
気
温
が
上
が
っ
て
、
熊
谷
で
は
最
高
気
温
が
１
３
℃

を
越
え
、
今
月
に
入
っ
て
２
番
目
の
暖
か
さ
と
な
っ
た
。
夕
方
雲
が
張
り
出
し
て
き
た
が
、
天
気
が
崩
れ

る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
陽
気
は
良
か
っ
た
が
余
震
が
続
き
、
不
安
が
拭
え
な
い
一
日
だ
っ
た
。
被

災
地
で
も
雪
は
止
ん
で
晴
天
と
な
り
、
寒
さ
が
和
ら
い
だ
の
は
唯
一
の
慰
め
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
駆
け
足

で
春
め
い
て
く
れ
る
と
有
難
い
の
だ
が
。 

 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
大
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
、
一
夜
が
明
け
た
。
余
震

が
続
き
、
津
波
の
規
模
は
小
さ
く
な
っ
た
が
い
ま
だ
に
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
は
地
震
の
連
鎖
も
各
地
で

起
こ
り
、
今
朝
は
信
越
地
方
で
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
、
東
日
本
全
体
が
地
震
の
脅
威
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
福
島
原
子
力
発
電
で
は
１
～
４
号
機
が
緊
急
停
止
し
、
停
止
に
伴
う
冷
却
装
置
が
稼
働
せ
ず
、
原

子
炉
が
制
御
不
能
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
放
射
能
漏
れ
も
想
定
さ
れ
て
、
１
０
キ
ロ
圏
内
の
避
難
指
示

が
出
さ
れ
た
。 

 

昨
日
、
原
子
炉
の
緊
急
停
止
し
た
時
点
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
放
射
能
漏
れ
の
心
配
は
な
い
な
ど
と
発
表

さ
れ
て
い
た
。
緊
急
稼
働
す
べ
き
も
の
が
動
か
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
大
問
題
で
あ
り
、
危
機
管
理
意
識
が

希
薄
な
の
に
怒
り
さ
え
覚
え
た
。
今
ま
で
数
多
く
の
原
発
事
故
を
起
こ
し
、
う
や
む
や
の
う
ち
に
安
全
宣

言
を
発
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
が
今
回
の
異
常
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。 

 

大
津
波
に
よ
る
被
害
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
、
壊
滅
し
た
村
落
も
数
多
く
あ
る
。
死
者
、

行
方
不
明
は
１
０
０
０
人
以
上
か
ら
１
３
０
０
人
以
上
へ
と
変
わ
り
、
状
況
把
握
が
で
き
て
い
な
い
地
域

を
考
え
る
と
、
万
単
位
、
さ
ら
に
は
十
万
単
位
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
大
地
震
に
よ
っ
て

陥
没
し
た
地
域
も
あ
り
、
津
波
に
よ
っ
て
入
り
込
ん
だ
海
水
が
ひ
か
ず
、
取
り
残
さ
れ
た
人
た
ち
が
救
助

を
待
っ
て
い
る
。
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
の
水
や
食
料
が
不
足
し
始
め
て
、
緊
急
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
東
日
本
の
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
中
で
、
埼
玉
は
一
番
被
害
が
少
な
く
、
高
み
の
見
物

に
な
り
が
ち
だ
が
、
単
な
る
災
害
復
旧
と
、
今
ま
で
の
、
何
と
か
な
る
、
せ
わ
な
い
、
の
延
長
で
考
え
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
本
を
根
本
か
ら
再
生
し
な
お
す
つ
も
り
で
い
な
い
と
、
立
ち
直
れ
な
い
事
態
で

あ
る
。 

 

１
５
時
３
６
分
頃
、
福
島
第
一
原
発
１
号
機
よ
り
爆
発
音
と
煙
が
確
認
さ
れ
、
１
号
機
建
物
の
屋
根
、

外
壁
が
無
く
な
っ
た
。
１
７
時
３
０
分
、
大
量
放
射
線
確
認
、
１
０
１
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
こ
れ

は
人
が
年
間
で
放
射
さ
れ
る
数
値
と
同
じ
で
、
そ
れ
を
３
０
分
程
で
放
射
さ
れ
た
。
１
９
時
０
９
分 

避

難
指
示
範
囲
２
０
キ
ロ
へ
変
更
と
な
る
。
２
０
時
４
０
分
、
菅
総
理
の
福
島
原
発
に
対
す
る
声
明
が
あ
り
、

そ
の
中
で
、
予
想
を
越
え
る
地
震
の
た
め
に
緊
急
冷
却
装
置
が
働
か
な
か
っ
た
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
原

子
力
発
電
を
行
う
最
低
条
件
と
し
て
緊
急
冷
却
装
置
の
存
在
が
あ
る
は
ず
で
、
地
震
で
機
能
し
な
い
と
言

う
こ
と
は
、
原
子
力
の
運
用
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
電
力
会
社
、
行
政
と
も
に
危
機
管

理
が
で
き
て
い
な
い
。
大
変
な
問
題
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。 

 



３
月
１
３
日
（
日
）
の
日
記
よ
り 

 
今
日
は
３
月
に
入
っ
て
一
番
の
暖
か
さ
と
な
り
、
言
い
か
え
る
と
こ
の
春
一
番
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

空
気
の
入
れ
替
え
で
窓
を
開
け
放
し
た
が
、
寒
さ
は
少
し
も
感
じ
ず
、
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
た
部
屋
が
春

め
い
て
き
た
。
花
粉
が
多
く
飛
散
し
て
い
た
よ
う
で
、
目
が
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
す
る
お
ま
け
が
付
い
た
が
、

心
身
と
も
に
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
暖
か
い
の
は
明
日
ま
で
で
、
明
後
日
か
ら
は
再
び
寒
の
戻
り
が
あ
る

よ
う
だ
。
早
く
春
へ
完
全
移
行
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

今
回
の
大
地
震
は
名
称
が
二
転
三
転
し
て
、
東
北
関
東
大
震
災
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

三
日
目
に
入
っ
て
も
余
震
が
続
き
、
被
災
し
た
地
域
に
人
た
ち
は
い
た
た
ま
れ
な
い
思
い
と
で
あ
ろ
う
。

悪
い
こ
と
に
福
島
原
発
で
は
、
１
号
機
に
続
い
て
３
号
機
も
水
素
充
満
に
よ
る
爆
発
の
恐
れ
が
出
て
き
て

い
る
。
そ
れ
程
問
題
は
な
い
と
の
結
果
が
放
射
能
漏
れ
と
な
り
、
異
常
な
状
況
の
中
で
は
避
難
も
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
は
ず
が
な
く
、
被
曝
し
た
人
も
少
な
か
ら
ず
出
て
き
て
い
る
。
量
が
小
さ
い
と
、
問
題
が
無
い

よ
う
に
弁
明
し
て
い
る
が
、
量
の
問
題
よ
り
原
発
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
う

簡
単
に
消
し
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

原
発
停
止
の
み
な
ら
ず
、
各
地
の
発
電
設
備
が
地
震
に
よ
り
停
止
し
、
電
力
供
給
が
ま
ま
な
ら
な
く
な

っ
て
い
る
。
計
画
停
電
な
る
非
常
処
置
が
打
ち
出
さ
れ
、
関
東
各
地
で
、
一
日
３
時
間
を
目
安
に
停
電
に

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
計
画
停
電
の
予
定
を
見
る
と
、
熊
谷
は
１
～
５
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
た
中
の
４
グ

ル
ー
プ
に
組
み
込
ま
れ
、
い
つ
停
電
す
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
計
画
で
あ
る
。
３
時
間
停
電
を
す
る
の

は
、
非
常
事
態
を
考
え
る
と
止
む
な
し
と
思
う
が
、
目
安
が
立
た
な
い
と
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。 

 

３
月
１
４
日
（
月
）
の
日
記
よ
り 

 

午
前
中
は
良
い
天
気
で
気
温
が
上
が
り
、
熊
谷
で
は
２
０
℃
を
越
え
た
。
午
後
に
入
る
と
雲
が
広
が
り
、

夕
刻
に
な
る
頃
に
は
す
っ
か
り
曇
っ
て
し
ま
っ
た
。
天
気
予
報
で
は
明
日
に
は
雨
も
予
想
し
て
お
り
、
気

温
も
低
く
な
る
見
通
し
だ
。
東
北
関
東
大
震
災
に
よ
る
避
難
者
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
充
分
な
支
援
が
行

き
届
か
ず
、
寒
さ
は
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
関
東
で
も
従
前
の
電
力
供
給
が
難
し
く
な

り
、
計
画
停
電
が
打
ち
出
さ
れ
、
当
面
４
月
迄
は
継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
停
電
の
み
な
ら
ず
、
ま

だ
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
く
、
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
非
常
用
品
を
購
入
す

る
人
た
ち
で
混
雑
し
て
い
た
。
電
池
類
や
水
な
ど
、
在
庫
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
た
。 

 

３
月
１
５
日
（
火
）
の
日
記
よ
り 

 

朝
か
ら
曇
っ
て
、
昨
日
上
が
っ
た
気
温
が
下
が
る
一
方
で
、
日
中
は
昨
日
よ
り
１
０
℃
以
上
低
く
、
寒

く
感
じ
ら
れ
た
。
全
国
的
に
寒
さ
が
戻
り
、
大
震
災
の
被
災
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
変
気
が
か
り
で

あ
る
。 

 

岩
手
県
宮
古
市
は
、
過
去
の
津
波
の
苦
い
経
験
か
ら
、
全
国
で
も
一
番
の
津
波
対
策
を
施
し
た
こ
と
で

有
名
で
あ
る
。
過
去
に
押
し
寄
せ
た
大
津
波
に
対
応
で
き
る
、
高
さ
１
０
メ
ー
ト
ル
の
防
波
堤
が
作
ら
れ

て
い
た
。
東
北
関
東
大
震
災
で
は
２
０
メ
ー
ト
ル
の
大
津
波
が
押
し
寄
せ
て
、
自
慢
の
防
波
堤
は
役
に
立

た
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
市
民
の
間
で
は
、
防
波
堤
が
あ
る
か
ら
と
、
避
難
を
遅
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
今
日
の
情
報
で
、
宮
古
市
民
で
避
難
し
た
人
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
が
１
０
０
名
に
満
た
な
い
人
だ

っ
た
。
人
口
５
万
だ
そ
う
で
、
そ
の
ま
ま
の
数
字
が
行
方
不
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
に
も
避
難
が
遅

れ
た
町
が
幾
つ
も
あ
る
よ
う
で
、
行
方
不
明
者
は
１
０
万
に
達
し
そ
う
で
あ
る
。 



 
福
島
原
発
は
非
常
冷
却
装
置
が
稼
働
で
き
な
い
と
い
う
非
常
事
態
が
始
ま
り
、
東
京
電
力
の
コ
メ
ン
ト

は
、
現
状
で
は
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
で
あ
っ
た
。
冷
却
装
置
が
稼
働
し
な
い
と
の
想
定
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
が
、
今
後
ど
う
な
る
か
想
定
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
セ
シ
ウ
ム
漏
れ
、
炉
心
溶
融
、
水
素
爆

発
と
、
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
出
て
き
て
、
排
出
さ
れ
た
放
射
線
量
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
政
府
の
説

明
で
は
事
象
と
い
っ
て
い
る
が
、
事
故
に
他
な
ら
ず
、
全
て
が
想
定
外
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

人
体
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
、
危
険
性
を
低
く
扱
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
避
難
指
示
が
１
０
キ
ロ
か

ら
２
０
キ
ロ
、
屋
内
退
避
が
２
０
～
３
０
キ
ロ
と
、
拡
大
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
次
は
ど
ん
な
こ
と
が
起

こ
る
の
か
、
全
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。 

 

世
界
の
国
々
で
、
た
だ
単
に
災
害
と
し
て
見
る
こ
と
よ
り
、
原
子
力
発
電
の
安
全
性
を
注
視
し
て
お
り
、

世
界
の
原
発
政
策
が
根
本
的
に
見
直
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
日
本
政
府
と
原
発
関
係
者
だ
け
が
い
つ
ま
で
も

悠
長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
福
島
第
２
原
発
の
５
号
機
、
６
号
機
は
問
題
な
く
停
止
し
た
と
思
わ
れ
た

の
が
、
温
度
上
昇
が
始
ま
り
、
炉
心
溶
融
、
水
素
爆
発
へ
と
進
ん
で
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
言
い
か
え

る
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
先
が
見
え
て
こ
な
い
で
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

３
月
１
６
日
（
水
）
の
日
記
よ
り 

 

未
明
に
雨
が
降
っ
た
ら
し
く
雨
跡
が
あ
り
、
明
け
方
は
ま
だ
雲
が
残
っ
て
い
た
が
、
朝
の
う
ち
に
晴
れ

上
が
っ
た
。
午
前
中
は
良
く
晴
れ
て
朝
の
う
ち
は
風
も
弱
か
っ
た
が
、
昼
前
か
ら
風
と
雲
が
多
く
な
り
、

怪
し
げ
な
空
模
様
と
な
っ
た
。
風
は
弱
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
雲
は
一
進
一
退
が
続
き
、
幸
い
、
大

き
な
崩
れ
は
な
か
っ
た
。
東
北
地
方
で
は
雪
が
降
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
気
温
が
低
く
、
避
難
者
に
は

厳
し
い
天
気
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
５
時
５
４
分
、
福
島
原
発
４
号
機
で
再
び
炎
が
上
が
る
の
が
確
認
さ
れ
た
と
あ
っ

た
。
３
０
分
後
に
は
炎
は
見
え
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
緊
急
事
態
に
対
し
、
全
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
状
態
の
よ
う
で
あ
る
。
３
号
機
で
も
温
度
が
上
昇
し
、
何
と
か
冷
却
し
な
け
れ
ば
大
変
な
事
態
に
な

り
そ
う
だ
。 

 

被
災
者
へ
の
支
援
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
ど
こ
も
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
個
人
で
何

か
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
邪
魔
に
な
る
だ
け
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
企
業
の
動
き
を
注
視
し
て

い
る
と
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
電
池
を
被
災
地
に
送
る
と
の
情
報
が
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
得
ら
れ

た
の
は
こ
れ
だ
け
で
、
企
業
の
積
極
的
な
支
援
の
動
き
は
見
え
て
こ
な
い
。
今
日
本
の
置
か
れ
た
状
況
は
、

再
生
が
で
き
る
か
の
瀬
戸
際
で
あ
り
、
企
業
の
存
在
価
値
が
問
わ
れ
て
い
る
時
で
も
あ
る
。 

 

証
券
取
引
に
置
い
て
、
個
人
投
資
家
か
ら
自
分
の
資
産
が
ど
う
な
る
か
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
る

と
い
う
。
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
、
と
い
う
、
日
本
社
会
の
本
性
が
出
て
い
る
。
あ
く
ど
く
儲
け
て
富
の
集

中
を
図
り
、
教
育
を
イ
エ
ス
マ
ン
作
り
に
捻
じ
曲
げ
、
抵
抗
な
く
国
家
崩
壊
の
道
筋
が
作
ら
れ
た
。
す
で

に
日
本
は
財
政
破
綻
し
て
お
り
、
さ
ら
に
大
震
災
で
未
曽
有
の
被
害
が
出
て
い
る
今
、
資
産
価
値
は
ゼ
ロ

で
あ
る
。
金
に
よ
っ
て
、
被
災
地
の
復
興
と
国
の
再
生
は
あ
り
得
な
い
。
人
の
力
が
全
て
で
あ
る 

 

緊
急
事
態
に
支
援
で
き
る
業
種
を
あ
げ
る
な
ら
、
石
油
、
製
薬
、
食
品
関
連
、
輸
送
、
重
機
、
繊
維
、

住
宅
な
ど
、
自
社
保
有
の
も
の
を
全
面
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
自
治
体
も
、
空
き
室
を
早

急
に
把
握
し
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
水
補
給
な
ど
全
面
協
力
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。 

 

避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
新
潟
県
な
ど
が
動
き
だ
し
た
が
、
用
意
さ
れ
た
の
は
体
育
館
な
ど
で
、

空
き
室
、
空
き
家
屋
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
表
立
っ
て
い
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
、
空



き
室
を
数
え
れ
ば
、
千
や
万
の
数
字
が
簡
単
に
出
て
く
る
。
一
人
暮
ら
し
の
、
空
き
室
を
持
つ
家
主
も
少

な
か
ら
ず
い
る
は
ず
で
、
自
治
体
は
積
極
的
に
動
き
だ
す
必
要
が
あ
る
。
地
域
住
民
の
結
束
力
を
作
り
上

げ
、
活
性
化
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

福
島
原
発
の
緊
急
事
態
に
対
応
し
て
、
日
本
全
国
の
、
２
０
歳
未
満
の
青
少
年
、
幼
児
と
母
親
、
妊
婦

は
全
員
、
関
西
以
西
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
も
、
早
急
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

３
月
１
７
日
（
木
）
の
日
記
よ
り 

 

今
日
は
朝
か
ら
よ
く
晴
れ
た
が
、
北
西
の
強
い
風
が
吹
い
て
気
温
が
上
が
ら
ず
、
寒
い
一
日
と
な
っ
た
。

３
月
も
半
ば
が
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
、
真
冬
を
思
わ
す
寒
の
戻
り
と
な
り
、
東
北
関
東
大
震
災
の
被
災
者

に
は
想
像
以
上
の
打
撃
に
違
な
い
。
風
は
、
夕
方
に
は
大
分
弱
く
な
り
、
寒
さ
の
峠
は
越
え
た
よ
う
だ
が
、

明
朝
は
放
射
冷
却
現
象
が
強
ま
っ
て
厳
し
い
冷
え
込
み
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
計
画
停
電
で
、
明
日
の
早

朝
対
象
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
被
災
者
が
ど
れ
ほ
ど
厳
し
い
状
況
な
の
か
実
感
す
る
の
に
違
い
な
い
。 

福
島
原
発
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
特
に
３
号
、
４
号
が
極
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
り
、
苦

肉
の
策
と
し
て
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
海
水
空
中
散
水
が
行
わ
れ
た
。
本
来
な
ら
次
の
段
階

の
避
難
処
置
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
の
に
、
政
府
は
動
こ
う
と
し
な
い
。

最
悪
の
事
態
が
起
こ
っ
て
か
ら
対
応
し
た
の
で
は
、
無
意
味
で
あ
る
。
今
ま
で
の
全
て
予
測
が
誤
り
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
民
自
ら
が
避
難
す
る
し
か
な
い
。 

避
難
所
へ
の
支
援
は
順
次
届
き
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
全
て
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い

よ
う
で
あ
る
。
昨
日
の
日
記
で
記
し
た
企
業
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
石
油
会
社
が
全
面
支
援
体
制
と
な

っ
た
。
情
報
と
し
て
は
入
っ
て
こ
な
い
が
、
食
糧
支
援
に
つ
い
て
も
一
部
の
企
業
で
動
き
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
一
方
で
早
期
に
通
常
の
生
産
体
制
に
戻
そ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
東
海
以
西
で
は
大
震
災
の
影

響
を
受
け
て
お
ら
ず
、
計
画
停
電
の
意
味
合
い
を
解
さ
な
い
の
だ
ろ
う
。
関
東
で
は
供
給
電
力
が
平
常
に

戻
る
見
通
し
は
全
く
立
っ
て
お
ら
ず
、
ど
こ
の
企
業
も
通
常
の
生
産
体
制
は
確
立
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も

生
活
に
直
接
関
連
す
る
も
の
以
外
は
生
産
し
て
も
売
れ
る
は
ず
が
な
い
。
浪
費
大
国
は
バ
ブ
ル
の
時
点
で

崩
壊
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
無
理
や
り
維
持
し
て
き
た
企
業
が
数
多
く
あ
り
、
大
震
災
で
全
て
が
消
去

し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。 

 

３
月
１
８
日
（
金
）
の
日
記
よ
り 

 

今
日
も
冬
の
陽
気
で
、
非
常
事
態
に
あ
っ
て
は
辛
い
天
気
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
日
を
通
し
て
雲
が

張
り
出
さ
ず
、
日
射
し
が
た
っ
ぷ
り
だ
っ
た
の
で
、
日
中
は
暖
か
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
風
が
も
う

少
し
弱
ま
る
と
思
っ
た
が
抜
け
き
ら
ず
、
洗
濯
物
は
一
日
揺
ら
い
で
い
た
。
夕
方
荒
川
へ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

行
く
と
、
風
は
北
西
か
ら
南
西
へ
と
変
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
も
空
気
は
冷
た
か
っ
た
。
明
日
に
な
れ
ば

太
平
洋
高
気
圧
の
空
気
と
入
れ
替
わ
り
、
一
気
に
気
温
が
高
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

東
北
関
東
大
震
災
の
被
害
は
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
、
今
日
の
２
０
時
時
点
で
死
者
６
９
０
０
人

以
上
、
不
明
者
を
合
わ
せ
る
と
１
７
０
０
０
人
を
越
え
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
死
者
数
を
越
え
、
災
害

史
上
最
悪
の
被
害
者
が
出
た
。
不
明
者
は
家
族
な
ど
の
申
し
出
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
数
字
で
、
認
知
さ
れ

て
い
な
い
不
明
者
は
ど
れ
だ
け
に
及
ぶ
か
、
想
像
が
つ
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

福
島
原
発
は
様
々
な
方
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
が
な
い
。
ア
メ
リ
カ
や
韓
国
な

ど
、
各
国
で
自
国
民
に
対
し
て
８
０
キ
ロ
圏
外
へ
退
避
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。
日
本
政
府
だ
け
が
３

０
キ
ロ
屋
内
退
避
の
楽
観
的
な
指
示
を
変
更
し
て
い
な
い
。
相
変
わ
ら
ず
、
今
の
と
こ
ろ
す
ぐ
に
人
体
へ



の
影
響
は
な
い
、
の
一
点
張
り
で
あ
る
。
一
方
で
、
各
原
発
で
は
放
射
線
量
が
高
く
て
近
づ
け
な
い
状
況

で
あ
り
、
放
射
線
事
故
レ
ベ
ル
が
４
か
ら
５
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。 

 

政
府
の
緩
慢
な
対
応
に
し
び
れ
を
切
ら
し
た
原
発
近
郊
の
住
民
は
自
主
避
難
を
始
め
、
政
府
が
外
国
並

み
の
８
０
キ
ロ
圏
外
避
難
を
出
す
頃
に
は
全
員
避
難
が
済
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
東
電
、
政
府

を
信
頼
し
て
い
る
人
は
、
も
っ
と
も
ら
し
く
解
説
す
る
専
門
家
だ
け
で
、
安
全
を
強
調
す
る
専
門
家
た
ち

が
、
３
０
キ
ロ
圏
内
で
待
機
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
何
と
答
え
る
だ
ろ
う
。 

 

日
本
人
は
「
せ
わ
な
い
」
民
族
で
、
実
際
に
問
題
が
起
こ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
せ
わ
な
い
、
と
言
っ
て
危

機
意
識
が
持
て
な
い
。
今
回
の
事
故
で
連
発
さ
れ
る
「
想
定
外
」
が
象
徴
し
、
原
発
の
危
機
的
状
況
ま
で

想
定
外
で
通
し
て
き
た
。
危
機
意
識
を
も
つ
優
秀
な
人
材
が
い
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
て
全
然

違
っ
た
対
処
の
仕
方
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
比
較
し
て
、
福
島
原
発
は

同
様
な
事
故
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
こ
と
を
想
定
で
き
な
か
っ
た
専
門
家
に
、
想
定

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

大
人
た
ち
の
独
り
よ
が
り
な
救
い
の
無
い
実
態
と
は
裏
腹
で
、
子
供
た
ち
の
素
直
さ
が
多
く
の
命
を
救

っ
た
姿
が
あ
っ
た
。
釜
石
市
の
小
中
学
生
は
、
津
波
に
対
す
る
避
難
教
育
が
さ
れ
て
い
て
、
中
学
生
が
小

学
生
を
誘
導
し
て
避
難
し
た
。
想
定
外
の
大
津
波
に
対
し
て
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
よ
り
さ
ら
に
高
い

場
所
に
避
難
し
て
、
多
く
の
命
が
守
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
大
人
た
ち
の
、
せ
わ
な
い
、
に
対
し
て
、
子

供
達
は
独
り
よ
が
り
な
先
入
観
は
存
在
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
目
的
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
に
違
い
な
い
。
１

６
日
の
日
記
で
記
し
た
が
、
人
類
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち
を
、
原
発
事
故
の
犠
牲
に
し
て
は
絶
対
に
な
ら

な
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
態
を
想
定
し
て
、
２
０
歳
未
満
の
子
供
と
、
幼
児
を
抱
え
た
母
親
、
妊
婦

は
関
西
以
西
へ
避
難
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

３
月
１
９
日
（
土
）
の
日
記
よ
り 

 

朝
の
う
ち
は
薄
雲
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
日
中
は
晴
天
で
、
寒
気
か
ら
暖
気
へ
入
れ
替
わ
っ
て
、
気
温

が
上
が
り
、
熊
谷
で
は
最
高
気
温
が
２
０
℃
近
く
と
な
っ
た
。
１
０
時
過
ぎ
に
徒
歩
で
買
い
物
が
て
ら
街

中
を
歩
い
て
き
た
。
出
始
め
は
寒
さ
が
残
り
、
昼
ご
ろ
に
帰
り
着
い
た
と
き
に
は
上
着
を
着
て
い
る
と
汗

ば
む
よ
う
だ
っ
た
。
今
日
の
買
い
物
は
停
電
対
策
が
中
心
だ
っ
た
。
大
震
災
後
、
買
い
溜
め
に
よ
っ
て
店

頭
か
ら
電
池
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
大
震
災
ま
で
想
定
し
な
か
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
に
伴
う
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
と
合
わ
せ
、
充
電
式
乾
電
池
を
多
め
に
集
め
た
。
充
電
式
は
単
３
、
単
４

の
み
で
、
懐
中
電
灯
な
ど
は
単
１
、
単
２
が
中
心
な
の
で
利
用
で
き
る
も
の
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
充
電

式
乾
電
池
を
使
え
る
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
見
つ
け
、
買
っ
て
き
た
。
最
後
に
寄
っ
た
ス

ー
パ
ー
で
は
乾
電
池
が
ち
ょ
う
ど
入
荷
し
た
と
こ
ろ
で
、
幸
い
、
単
１
、
単
２
も
買
い
揃
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
我
が
家
で
は
停
電
対
策
は
万
全
で
あ
る
。 

 

東
北
関
東
大
震
災
の
被
害
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
、
今
日
の
１
５
時
現
在
で
死
者
行
方
不
明
を

合
わ
せ
る
と
１
８
０
０
０
人
を
超
え
た
。
４
分
間
近
い
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
被
害
の
大
き
さ
を

予
想
し
、
テ
レ
ビ
で
津
波
情
報
を
見
て
、
甚
大
な
被
害
が
想
像
さ
れ
た
。
福
島
原
発
で
緊
急
冷
却
装
置
が

稼
働
で
き
な
い
と
聞
い
た
時
、
想
定
外
の
言
葉
の
中
に
、
今
後
ど
う
な
る
か
想
定
で
き
な
い
と
受
け
止
め
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
と
予
言
し
た
。
予
想
し
、
想
像
し
、
予
言
し
た
こ
と
が
全
て
現
実
も
の
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
余
震
を
感
じ
な
が
ら
、
規
模
の
大
き
い
地
震
が
も
う
一
度
来
る
予
感
が
あ
り
、
東
京
も

大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。 

 



３
月
２
０
日
（
日
）
の
日
記
よ
り 

 
昨
日
の
天
気
予
報
だ
と
曇
り
が
中
心
だ
っ
た
。
薄
雲
こ
そ
張
り
出
し
た
が
、
１
日
を
通
し
て
晴
天
が
ベ

ー
ス
だ
っ
た
。
春
の
よ
う
な
空
模
様
で
気
温
が
上
が
り
、
昨
日
に
引
き
続
い
て
熊
谷
で
は
最
高
気
温
が
２

０
℃
近
く
と
な
っ
た
。
日
当
た
り
の
悪
い
室
内
に
い
る
と
外
気
の
暖
か
さ
が
実
感
で
き
ず
、
電
気
ス
ト
ー

ブ
が
離
せ
な
か
っ
た
。
彼
岸
に
入
り
、
本
来
の
春
ら
し
さ
が
続
く
と
思
い
き
や
、
週
間
予
報
だ
と
ま
だ
寒

の
戻
り
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
桜
の
開
花
情
報
が
聞
か
れ
る
頃
な
の
に
、
大
震
災
で
す
っ
か
り
霞
ん
で
し

ま
っ
た
。 

 

今
日
は
仕
事
の
関
係
で
震
災
情
報
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
こ
な
い
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か

気
に
な
る
が
、
１
９
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
９
日
ぶ
り
に
祖
母
と
孫
が
救
出
さ
れ
た
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て

い
た
。
押
し
潰
さ
れ
た
家
の
室
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
身
動
き
と
れ
な
か
っ
た
が
、
冷
蔵
庫
が
近
く
に
あ

っ
て
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
で
凌
い
だ
と
い
う
。 

 

３
月
２
１
日
（
月
）
の
日
記
よ
り 

 

明
け
方
は
ま
だ
曇
り
空
だ
っ
た
が
、
朝
の
早
い
う
ち
か
ら
雨
模
様
と
な
り
、
強
弱
は
あ
っ
た
も
の
の
一

日
間
断
な
く
降
り
続
い
た
。
今
日
の
最
高
気
温
は
日
付
が
変
わ
っ
て
間
も
な
く
出
た
も
の
で
、
日
中
は
温

度
が
下
が
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
気
温
は
け
っ
し
て
高
く
な
か
っ
た
が
、
湿
気
が
多
い
所
為
か
、
そ
れ
ほ
ど

寒
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
気
温
が
上
が
る
と
ア
ブ
、
ハ
エ
の
仲
間
や
、
ガ
の
仲
間
が
姿
を
見
せ
る
よ
う

に
な
り
、
確
実
に
春
の
足
音
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

 

東
北
関
東
大
震
災
の
犠
牲
者
の
数
は
、
捜
索
が
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
態
が
中
々
明
ら
か
に
な

ら
な
い
が
、
死
者
８
６
４
９
人
、
届
け
出
の
あ
っ
た
不
明
者
１
３
２
６
２
人
、
総
数
で
２
０
０
０
０
人
を

超
え
た
。
避
難
者
の
数
は
２
４
万
人
余
り
、
そ
の
多
く
は
劣
悪
な
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。
避
難
者
の

多
く
は
被
災
地
を
離
れ
る
の
に
抵
抗
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
各
自
治
体
が
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
人
並
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
被
災
者
、
避
難
者
の
検
索
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、
情
報
を
一
元
化
し
、
現
地
に
い
な
く
と
も
所
在
が
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
今
回
も
個
人
レ
ベ
ル
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
し
、
生
存
が
確
認
で
き
た
例
が
あ
る
よ
う
だ
。 

 

３
月
２
２
日
（
火
）
の
日
記
よ
り 

 

雨
は
昼
頃
ま
で
続
き
、
午
後
に
な
っ
て
も
曇
り
の
ま
ま
で
、
季
節
外
れ
の
寒
さ
が
ジ
ワ
リ
と
迫
っ
て
き

た
。
計
画
停
電
で
暖
房
な
ど
不
自
由
を
し
て
い
る
が
、
東
北
関
東
大
震
災
の
被
災
者
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

苦
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
夜
間
停
電
が
実
施
さ
れ
た
と
き
、
事
前
に
２
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水

半
分
を
沸
か
し
て
湯
た
ん
ぽ
代
わ
り
に
炬
燵
に
入
れ
て
お
い
た
ら
、
け
っ
こ
う
効
果
が
あ
っ
た
。
我
が
家

で
は
計
画
停
電
の
実
施
時
間
な
ど
把
握
し
、
そ
れ
な
り
の
対
策
を
し
て
あ
る
の
で
、
生
活
実
感
に
乏
し
い
、

で
た
ら
め
な
停
電
で
も
、
今
の
と
こ
ろ
問
題
を
感
じ
て
い
な
い
が
、
お
年
寄
り
の
一
人
暮
ら
し
で
は
、
準

備
の
で
き
て
い
な
い
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

３
月
２
３
日
（
水
）
の
日
記
よ
り 

 

明
け
方
は
雲
が
残
っ
て
い
た
が
、
３
日
ぶ
り
に
朝
か
ら
晴
天
と
な
っ
た
。
朝
の
冷
え
込
み
は
弱
く
、
寒

の
戻
り
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。
午
後
に
な
る
と
雲
が
広
が
っ
て
き
て
、
御
日
様
の
恩

恵
が
乏
し
く
な
り
、
暖
房
器
具
な
ど
の
節
電
を
心
が
け
て
い
る
の
で
、
昼
寝
を
し
た
。
計
画
停
電
に
慣
れ

て
き
て
、
停
電
に
合
わ
せ
て
準
備
万
端
、
問
題
は
な
い
が
、
３
時
間
の
停
電
は
ち
ょ
っ
と
長
す
ぎ
る
感
が



あ
る
。
特
に
夜
間
に
当
た
る
と
大
変
で
あ
る
。
老
人
の
一
人
暮
ら
し
が
多
く
、
懐
中
電
灯
な
ど
の
準
備
が

で
き
ず
に
ロ
ウ
ソ
ク
で
対
処
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
。
計
画
停
電
に
伴
う
火
災
が
起
こ
っ
た
ら
、
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
。 

 

昨
日
菅
総
理
か
ら
福
島
原
発
の
問
題
に
対
し
て
光
明
が
見
え
て
き
た
と
挨
拶
し
た
よ
う
で
あ
る
。
初
め

か
相
手
に
せ
ず
、
全
く
無
視
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
ど
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
メ
デ

ィ
ア
で
も
菅
総
理
の
挨
拶
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
発
問
題
は
完
全
に
蚊
帳
の
外

で
あ
る
。
挨
拶
の
間
も
な
く
、
３
号
機
に
お
い
て
白
煙
、
黒
煙
が
出
て
緊
張
感
が
高
ま
り
、
手
立
て
も
な

く
、
煙
の
量
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
収
束
し
た
と
の
楽
観
的
な
発
表
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
の
夕

方
再
び
黒
煙
が
出
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
、
放
水
作
業
の
準
備
に
携
わ
っ
て
い
る
消
防
署
員
は
退
去
し
、

放
水
作
業
は
中
止
と
な
っ
た
。 

 

福
島
原
発
は
予
断
が
許
さ
な
い
状
況
に
変
わ
り
な
く
、
専
門
家
た
ち
も
先
行
き
が
全
く
見
え
て
な
い
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
射
線
汚
染
に
対
し
て
、
直
ち
に
人
体
へ
の
影
響
は
な
い
、
の
一
点
張
り
で
あ
る
。

風
評
被
害
や
パ
ニ
ッ
ク
を
避
け
る
と
の
大
義
名
分
で
、
報
道
規
制
が
厳
し
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
国
民

の
本
音
は
少
し
も
表
に
出
て
こ
な
い
。
放
射
線
従
事
者
の
話
を
聞
く
と
、
原
発
反
対
や
放
射
線
の
危
険
を

唱
え
る
者
は
左
翼
ゲ
リ
ラ
で
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
企
業
の
後
押
し
と
、
そ
う
い
う
軍
団
が
原
発
を
推

し
進
め
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
恐
ろ
し
い
。
今
回
の
事
故
も
想
定
外
で
片
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
で
東
北
関
東
大
震
災
を
越
え
る
大
地
震
、
大
津
波
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
時

点
で
想
定
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。
何
も
か
も
起
こ
る
べ
き
し
て
起
こ
っ
た
事
故
と
思
え
る
。 

 

東
京
都
水
道
局
か
ら
、
金
町
浄
水
場
か
ら
基
準
値
を
越
え
る
放
射
線
を
記
録
し
、
東
京
２
３
区
な
ど
、

幼
児
の
摂
取
の
制
限
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
す
ぐ
に
人
体
へ
の
影
響
は
な
い
と
、
専
門
家
は
こ
ぞ

っ
て
言
っ
て
い
る
。
風
評
被
害
を
諫
め
て
い
る
が
、
確
実
に
汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
有
事

の
際
に
は
８
０
キ
ロ
圏
内
ど
こ
ろ
か
、
３
０
０
キ
ロ
圏
内
は
確
実
に
影
響
を
受
け
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は

ど
こ
ま
で
汚
染
が
広
が
る
か
想
像
が
つ
か
な
い
。
う
ま
く
収
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、
対
処
で
き
る
こ
と
を
早
期
に
進
め
る
こ
と
が
、
最
善
策
で
あ
る
。 

 

３
月
２
４
日
（
木
）
の
日
記
よ
り 

 

こ
こ
何
日
か
、
日
中
は
冬
を
思
わ
せ
る
寒
さ
で
も
朝
の
冷
え
込
み
は
緩
ん
で
い
た
。
今
朝
は
氷
点
下
近

く
ま
で
気
温
が
下
が
り
、
一
段
と
寒
く
感
じ
ら
れ
た
。
天
気
を
晴
と
記
し
た
が
薄
雲
が
広
が
り
、
日
射
し

が
弱
い
の
で
気
温
が
中
々
上
が
ら
な
か
っ
た
。
九
州
方
面
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
開
花
が
あ
り
、
お
花
見
シ

ー
ズ
ン
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
た
が
、
今
年
は
全
体
的
に
開
花
が
遅
れ
気
味
で
、
３
月
半
ば
を

過
ぎ
て
も
春
ら
し
い
日
は
た
っ
た
二
日
で
あ
る
。
荒
川
で
の
写
真
撮
影
は
３
月
下
旬
か
ら
始
め
る
こ
と
が

多
い
。
今
年
は
そ
の
時
季
が
来
て
も
、
震
災
と
寒
さ
で
そ
の
気
に
な
れ
な
い
。
し
か
し
、
震
災
の
影
響
と

福
島
原
発
の
影
響
を
調
査
す
る
意
味
で
、
出
来
る
だ
け
荒
川
へ
出
か
け
た
い
と
思
う
。 

 

３
月
２
５
日
（
金
）
の
日
記
よ
り 

 

昨
夜
か
ら
よ
く
晴
れ
て
風
も
な
く
、
今
朝
は
放
射
冷
却
現
象
が
強
ま
っ
て
、
熊
谷
で
は
久
々
に
氷
点
下

の
寒
さ
と
な
っ
た
。
午
前
中
を
中
心
に
ス
ッ
キ
リ
と
晴
れ
上
が
り
、
気
温
が
上
が
っ
て
最
高
気
温
は
１
３
℃

を
超
え
た
。
春
と
言
う
に
は
ほ
ど
遠
い
が
、
凌
ぎ
や
す
か
っ
た
。
今
月
も
残
す
と
こ
ろ
１
週
間
を
切
り
、

春
本
番
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
に
、
陽
気
の
み
な
ら
ず
、
気
分
も
中
々
そ
の
気
に
な
ら
な
い
。
原

発
事
故
の
影
響
が
拡
大
し
て
、
２
０
０
キ
ロ
圏
内
の
飲
み
水
が
汚
染
さ
れ
出
し
た
。 



 
今
朝
、
荒
川
大
橋
を
渡
っ
て
い
る
と
、
外
灯
に
コ
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
止
ま
っ
て
い
た
。
コ
ア
ホ
ウ
ド
リ
の

存
在
は
２
０
０
２
年
に
確
認
し
て
お
り
、
何
度
か
写
真
も
撮
れ
て
い
る
。
撮
影
ま
で
で
き
な
く
と
も
２
０

０
７
年
ご
ろ
ま
で
は
荒
川
で
確
認
し
て
お
り
、
２
羽
同
時
に
も
見
ら
れ
た
の
で
永
ら
く
棲
み
つ
い
て
い
た
。

そ
の
後
見
る
こ
と
が
無
く
な
り
、
い
な
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
世
代
が
変
わ
っ
て
、
営
々
と
棲
息

し
て
き
た
と
見
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
地
震
や
原
発
事
故
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

４
月
１
日
（
金
）
の
日
記
よ
り 

 

昨
日
ま
で
は
午
後
に
な
る
と
天
気
が
怪
し
く
な
っ
た
が
、
今
日
は
一
日
安
定
し
た
青
空
だ
っ
た
。
午
前

中
は
気
温
が
一
気
に
あ
が
っ
た
が
、
午
後
か
ら
は
そ
れ
ほ
ど
気
温
が
上
が
ら
ず
、
暖
か
さ
が
薄
れ
て
い
く

感
じ
だ
っ
た
。
週
間
予
報
で
も
寒
さ
が
戻
る
予
想
と
な
っ
て
い
て
、
春
が
足
踏
み
し
そ
う
で
あ
る
。
一
昨

日
の
雷
雨
で
福
島
原
発
事
故
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
出
る
の
か
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
報
道
規
制
で
も
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
少
し
も
情
報
が
出
て
こ
な
か
っ
た
。
放
射
能
に
よ
る
人
体
実
験
で
も
や
る
つ
も
り
か
、

原
発
事
故
が
終
息
し
た
時
、
人
体
に
影
響
が
無
か
っ
た
と
し
て
、
原
発
開
発
の
足
が
か
り
に
す
る
つ
も
り

で
は
な
い
の
か
。 

 

４
月
１
２
日
（
火
）
の
日
記
よ
り 

 

朝
か
ら
風
が
強
く
、
強
弱
は
あ
っ
た
が
夕
方
ま
で
寒
気
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
寒
の
戻
り
と
ま
で
は
い

か
な
い
が
、
寒
さ
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
た
。
強
風
で
荒
川
堤
の
桜
が
散
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
た
が
、
ま

だ
し
っ
か
り
と
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
満
開
状
態
は
ま
だ
何
日
か
維
持
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
昨
日
の
夕
方
に

大
き
な
地
震
が
あ
り
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
地
震
が
起
こ
り
、
今
日
の
夕
方
ま
で
落
ち
着
け
な
か
っ
た
。

大
震
災
の
余
震
は
ま
だ
暫
く
続
き
そ
う
で
、
そ
の
う
ち
大
き
な
地
震
が
再
び
起
こ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

る
。
福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て
、
事
故
レ
ベ
ル
を
５
と
し
て
き
た
が
、
本
日
レ
ベ
ル
７
に
訂
正
さ
れ
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
同
レ
ベ
ル
と
さ
れ
た
。
原
発
事
故
直
後
に
日
記
に
書
い
た
が
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事
故
並
み
の
想
定
を
し
て
対
処
す
べ
き
と
し
た
。
我
輩
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

★
東
日
本
大
震
災
に
思
う 

２
０
１
１
年
３
月
２
４
日 

 

今
、
日
本
は
未
曽
有
の
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
の
経
済
は
存
亡
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
特
に
福
島

原
発
事
故
は
、
経
済
成
長
の
大
き
な
原
動
力
で
あ
る
、
石
油
に
代
わ
る
安
価
な
電
力
供
給
源
を
断
た
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
何
と
し
て
も
原
発
事
故
を
一
定
の
範
囲
で
収
め
、
全
国
の
原
発
廃
止
の
機
運
を
阻

止
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
放
射
能
汚
染
が
確
実
に
浸
透
し
て
お
り
、
避
難
対
象
を
広
げ
る
の
が
当
然
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
が
ん
と
し
て
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
専
門
家
た
ち
は
口
を
揃
え
て
、
直
ち
に
人

体
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
、
の
一
点
張
り
で
、
汚
染
が
拡
散
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
表
立
た
な
い
。
報

道
規
制
が
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
く
、
う
が
っ
た
見
方
を
す
る
な
ら
、
避
難
す
べ
き
人
た
ち
を
危
険

地
帯
に
留
め
て
お
く
の
は
、
人
質
で
あ
り
、
大
事
に
至
れ
ば
市
民
（
福
島
原
発
関
係
者
の
家
族
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
）
を
巻
き
添
え
に
す
る
と
い
う
、
圧
力
を
か
け
、
東
京
電
力
に
逃
げ
だ
す
こ
と
を
許
さ
ず
、

何
と
し
て
も
事
故
を
鎮
静
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
業
員
は
、
放
射
線
に
関
す
る
作
業
基

準
を
越
え
た
劣
悪
環
境
下
で
作
業
さ
せ
ら
れ
、
被
曝
線
量
は
基
準
値
を
遥
か
に
超
え
て
、
犠
牲
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。 

 

福
島
原
発
の
放
射
線
の
拡
散
範
囲
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
想
定
し
た
８
０
キ
ロ
を
越
え
て
、
２
０
０
キ

ロ
に
及
ん
で
お
り
、
最
悪
の
事
態
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
）
と
な
れ
ば
影
響
範
囲
は
３
０
０
キ
ロ
、
風



向
き
に
よ
っ
て
は
６
０
０
キ
ロ
と
想
定
さ
れ
る
。
避
難
と
な
れ
ば
関
西
以
西
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
遷
都

と
い
う
事
態
に
発
展
す
れ
ば
、
黒
幕
の
影
響
力
は
格
段
に
下
が
っ
て
し
ま
う
。
福
島
原
発
に
対
す
る
政
府

の
対
応
や
メ
デ
ィ
ア
の
姿
勢
を
み
る
と
、
黒
幕
の
暗
躍
が
、
放
射
線
漏
れ
の
ご
と
く
、
飛
散
し
て
い
る
の

が
見
え
て
く
る
。
か
つ
て
な
い
存
亡
の
危
機
に
、
か
つ
て
な
い
焦
り
が
窺
え
る
。 

 

東
北
関
東
大
震
災
は
、
被
災
額
、
被
災
範
囲
か
ら
し
て
、
復
興
は
被
災
者
個
人
の
力
や
義
援
金
で
賄
え

る
も
の
で
は
な
い
。
破
綻
状
態
の
国
の
財
政
で
や
り
く
り
し
て
も
、
借
金
が
増
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
借

金
財
政
の
利
息
の
支
払
い
は
、
無
駄
な
公
共
事
業
や
、
働
く
者
を
縛
り
付
け
る
制
度
改
革
、
教
育
の
偏
向
、

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
操
作
な
ど
、
富
の
集
中
と
、
市
民
生
活
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
次
代
を
担
う
人
々

も
借
金
で
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
て
、
現
代
社
会
の
よ
う
に
安
ら
げ
る
生
活
は
得
ら
れ
な
い
。 

大
震
災
で
失
わ
れ
た
耕
作
地
は
全
国
の
三
割
近
い
と
仮
定
す
る
な
ら
、
自
給
率
５
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
大

き
く
割
っ
た
日
本
の
食
料
事
情
に
与
え
る
影
響
は
尋
常
で
は
な
く
、
瀕
死
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
食

糧
確
保
が
緊
急
課
題
と
な
り
、
災
害
か
ら
の
復
興
と
、
国
の
再
生
を
も
目
指
す
、
遠
大
な
構
想
を
描
く
必

要
が
あ
る
。 

 

黒
幕
に
と
っ
て
、
一
番
恐
れ
て
い
る
事
は
、
膨
大
に
膨
れ
上
が
っ
た
資
産
の
価
値
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
あ
る
。
浪
費
経
済
を
維
持
し
な
け
れ
ば
、
資
産
は
た
だ
の
紙
く
ず
に
な
っ
て
し
ま
う
。
資
本
主

義
経
済
の
宿
命
で
、
国
民
が
人
間
ら
し
い
生
活
を
取
り
戻
す
の
は
何
よ
り
も
不
都
合
な
の
で
あ
る
。
人
と

人
と
が
互
い
に
思
い
や
り
、
存
在
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
、
人
と
し
て
生
ま
れ
て
き
て
、
誰
も
が
求
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
浪
費
経
済
は
、
自
由
の
名
の
も
と
に
、
自
分
勝
手
を
煽
り
、
人
間
関
係
を
い
か
に
希

薄
に
す
る
か
、
謀
略
を
め
ぐ
ら
し
て
き
た
。
家
庭
崩
壊
、
家
族
崩
壊
、
母
性
の
喪
失
、
幼
児
虐
待
、
い
じ

め
、
少
子
化
、
過
疎
化
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
、
過
重
労
働
、
母
性
保
護
法
の
形
骸
化
、
低
賃
金
と
失

業
、
犯
罪
の
低
年
齢
化
、
少
女
売
春
、
自
殺
者
の
増
大
、
詐
欺
の
増
大
、
無
差
別
殺
人
な
ど
、
表
向
き
の

繁
栄
と
は
裏
腹
で
、
未
来
を
引
き
継
ぐ
子
供
た
ち
に
と
っ
て
地
獄
図
で
あ
る
。 

 

今
や
る
べ
き
こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
と
し
て
い
る
。
地
方
分
権
が
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
く
、
地
産

地
消
が
求
め
ら
れ
て
久
し
い
。
食
の
安
定
、
生
活
の
安
定
が
急
務
で
あ
る
。 

 

東
北
関
東
大
震
災
で
史
上
空
前
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被
災
者
へ
の
支
援
が
急
務
で
、
最
も
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
全
国
の
自
治
体
で
受
け
入
れ
可
能
な
空
き
室
を
早
急
に
割
り
出
し
、
被
災
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
被
災
者
を
一
刻
も
早
く
人
並
の
生
活
に
戻
す
こ
と
が
、
安
心
と
希
望
の
源
と
な
り
、
復

興
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
浪
費
経
済
が
作
り
だ
し
た
空
き
室
、
空
き
家
屋

は
被
災
者
数
を
補
っ
て
余
り
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

次
に
と
る
べ
き
手
立
て
は
、
復
興
へ
の
道
筋
を
ど
う
描
く
か
で
あ
る
。
過
去
の
災
害
の
よ
う
に
個
人
資

産
を
基
本
と
し
た
、
一
時
的
な
支
援
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
失
っ
た
食
料
と
耕
作
地
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

食
糧
不
足
は
回
避
で
き
な
い
。
国
家
の
責
任
に
お
い
て
復
興
す
る
に
も
、
破
綻
状
態
に
あ
る
財
政
で
は
金

で
動
か
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
電
力
供
給
も
、
関
東
の
要
と
な
っ
て
き
た
原
子
力
発
電
が
使
用
不
可

能
と
な
っ
た
今
、
電
力
供
給
不
足
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
長
期
に
渡
っ
て
、
従
来
の
生
産
活
動
は

不
可
能
で
あ
る
。 

 

生
活
に
直
結
す
る
生
産
の
拡
大
は
必
要
で
あ
る
が
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
同
様
な
生
産
活
動
は
停
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
経
済
は
浪
費
で
成
り
立
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
従
前
の
経
済
を
維

持
し
て
い
く
の
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
問
題
、
石
油
供
給
問
題
、
食
糧
問
題
を
考

え
る
に
、
地
産
地
消
を
中
心
と
し
た
自
給
率
の
向
上
、
安
全
と
安
定
、
エ
コ
を
叶
え
る
省
力
発
電
、
流
通

の
簡
素
化
な
ど
、
災
害
復
興
と
、
日
本
再
生
が
一
つ
の
も
の
と
し
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望



ま
れ
る
。 

 
金
で
社
会
を
動
か
す
の
で
は
な
く
、
人
の
力
、
人
の
英
知
に
よ
っ
て
動
か
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
生
活

実
感
に
基
づ
い
た
、
家
族
の
絆
、
仲
間
の
絆
、
町
の
絆
を
原
動
力
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
活
の
安
心
を

食
料
の
増
産
が
急
務
で
あ
り
、
個
人
農
業
で
は
な
く
、
地
域
農
業
と
し
て
生
産
の
効
率
性
を
高
め
て
い
く
。

住
宅
建
設
の
促
進
、
実
用
衣
類
の
増
産
と
、
先
ず
は
衣
食
住
の
安
定
供
給
を
目
指
し
、
大
震
災
被
災
者
を

含
め
、
若
者
の
帰
郷
を
促
進
し
、
全
市
民
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
幹
線
道
路
、
幹
線
鉄
道
沿
い
を
中
心
に
、

大
災
害
を
想
定
し
た
町
作
り
を
促
進
し
、
こ
れ
ら
の
町
が
運
命
共
同
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
不

足
し
て
い
る
も
の
を
補
い
合
い
、
巨
大
な
連
邦
都
市
を
目
指
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
今
度
は
大
震
災
被
災
地
域
の
復
興
に
着
手
し
、
同
様
な
連
邦

都
市
を
作
り
あ
げ
る
。
全
国
の
連
邦
都
市
同
士
の
連
携
を
深
め
、
日
本
の
再
生
を
図
っ
て
い
く
。
同
時
に
、

世
界
の
模
範
と
な
り
、
全
世
界
の
目
標
国
家
を
作
り
上
げ
る
。 


